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令和６年度 主な子ども・子育て支援事業について 

【学校教育課】 

 

（１）教育相談事業【継続】１９，５９１千円 

（前年度当初１９，６３８千円） 

  ・スクールカウンセラー等による悩みや不安を抱える児童生徒の相談支援体制の充実

を図るとともに、個々の状態に応じた指導をすることにより、「いのち」の大切さを学ぶ

教育を推進する。 

 

 

（２）子どもの命を守る安全対策事業【継続】２，６９８千円 

（前年度当初２，１４９千円） 

  ・児童生徒が安全・安心に生活する意識の高揚を図るとともに、安全に関して主体的

に判断し、行動できる能力を高める。 

 

 

（３）教育支援員配置事業【継続】１０５，１６６千円 

（前年度当初８５，３４１千円） 

  ・教育支援員の資質向上及び個別の支援を要する児童生徒への適切な対応により、

確かな学力の向上につなげる。 

 

 

（４）教育活動充実事業【継続】１３，４００千円 

（前年度当初１３，３２７千円） 

  ・児童生徒の能力・学力を把握し、補充指導や授業改善に活かすとともに授業の在り

方や小中連携を意識した算数・数学、英語の授業改善と小中９年間を見通した学びを

推進し、「確かな学力」の育成を目指す。アンケートの実施と分析により学び合う集団

を育成する。 

 

 

（５）外国語指導助手招致事業【継続】８，４３１千円 

（前年度当初９，２６２千円） 

  ・ALT（外国語指導助手）を配置し、多様な文化や個性を認め合える国際理解の基礎

を涵養することにより、変化に対応し、社会で自立できる力を育成することにより、確か

な学力の向上につなげる。 
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（６）小中一貫教育推進事業【拡充】４，１４９千円 

（前年度当初２，９３７千円） 

  ・令和 6年度より、中学生職場体験学習推進事業とキャリア教育推進事業を統合し、 

義務教育９年間を連続した教育課程として捉え、児童生徒・学校・地域の実情等を踏ま

えた具体的な教育内容の質を高め、酒田方式の小中一貫教育を推進する。 

 

 

（７）教育ＤＸ推進事業【拡充】１０５，４００千円 

（前年度当初７５，５１４千円） 

  ・市内小中学校の PC端末やネットワーク環境を整備・管理することで安全かつ

快適な ICT環境を整備する。また将来の IT人材の育成のため、小学校 3年生

の授業において、ソフトを活用したプログラミング学習を実施する。 

 

 

（８）自然体験学習事業【継続】３，７４７千円 

（前年度当初３，７０６千円） 

  ・生まれ育った酒田の自然を体験することにより、酒田の自然の素晴らしさを誇りに感

じる子どもを育成する。 

 

 

（９）通学・郊外学習等対策事業【拡充】２３７，１４８千円 

（前年度当初２０７，１７８千円） 

   ・酒田市スクールバス運行基準に該当する児童生徒の通学のため、スクールバスの運

行・管理を行う。冬期間だけ運行しているスクールバスを猛暑対策として盛夏期も運行

する。 


